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せそ主
ら 白 流
れ租は
た税言
に論ふ
E晶 は ま
ぎいで
ねは も
。立な

例租〈
へ続 英
r.r技悌
ワ術古
グ l論 典
ナで率
引あ源
及つ、の
てE た 僻
ロ。 統
ツ従に
シワ 結
ヤで u!:
T引所つ
に ι 古田 〈
於租。

け税調
る轄逸
租 嫁 官
税 論 房
車事の皐
嫁困源
論 難 t亡
<D J'i蓮
地。る
f立重見寸
、要政
或 な E裂
は課は
カ題概
イはね
ツ技 規
ノレ5)術範
に論 D

依と研
るし究
そでを
D の主
詳みと
吉田， 押F し
な決、
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租
輯
・
補
助
金
と
滴
占
領
格

第
五
十
九
巻

第
二
、
三
、
凹
擁

回

租
税
・
補
助
金
三
猫
占
領
格

木

下

手日

夫

財
政
理
論
の
主
要
た
る
一
部
分
が
、
可
能
的
租
税
鴨
系
の
諸
作
用
白
分
析
忙
捧
げ
ら
る
べ
き
所
以
は
穏
に
繰
返
さ
血
。
郎
ち
種
々

白
租
税
離
系
が
岡
民
経
済
陀
及
す
諸
影
響
の
考
察
を
侯
つ
で
始
め
て
財
政
事
は
財
政
々
策
的
提
言
の
根
擦
を
獲
得
す
る
。
か
E

為
る
考

察
が
わ
れ
わ
れ
D
従
来
有
す
る
債
格
形
成
の
理
論
に
土
つ
で
蹟
充
き
る
L
E
と
は
言
ふ
ま
で
も
た
い
円
。

、、

註
此
か
凹
‘
LA
る
試
bみ
争
を
財
肱
単
申
い
は
Nピλ
鯉
拙
隣
酎
融
畢
串
的
理
論
D

一
環
白
中
で
現
解
ナ
る
と
き
、
今
一
つ
回
問
題
群
、
卸
ち
現
存
の
肘
政
制
度
、
枇
官
的
勢
力

の
詩
作
用
申
軒
究
い
ほ
ど
財
政
畢
白
祉
官
事
的
理
論
白
建
設
が
残
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
を
忘
れ
で
は
な
Eb
由
。
品
開
し
わ
れ
わ
れ
は
右
白
所
詞
極
椅
串
的

理
論
か
ら
間
設
L
、
差
営

nJ
背
中
象
の
本
質
即
ち
鯉
桝
的
核
心
の
み
を
問
題
ー
と
す
る
ロ

租
税
師
着
諭
乃
至
租
税
特
嫁
論
は
従
来
財
政
畠
?
の
分
野
に
於
い
で
程
一
々
の
角
度
か
ら
考
察
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
砲
に
師
着
或
は
特
嫁

の
概
念
的
国
別
を
試
み
る
意
志
は
な
い
。
取
扱
は
ん
ー
と
す
る
所
は
租
税
の
及
す
一
群
白
絞
済
的
作
用
に
他
な
ら
砲
。
か
L
る
試
み
の

概
念
規
定
及
び
分
類
に
援
す
る
と
昔
、
ひ
と
は
容
易
に
岡
家
形
而
上
曲
学
的
財
政
撃
の
担
格
主
訪
す
る
で
る
ら
う
。
他
方
ク
ウ
ル
ノ

1) 
2) 

3) 



オ
に
基
礎
付
け
ら
れ
エ
ツ
ヂ
ワ
ア
ス
川

マ
ア
シ
ャ
ル
、
ピ
グ
ウ
、
パ
ン
タ
レ
才
=
イ
、
バ
ロ
オ
、
ネ
、

ア
モ
ロ
オ
ゾ
、

デ
・
ず
ィ
テ
ィ

-U

円。

1
A

ぴ
セ
リ
グ
マ
ン
近
〈
は
メ
ヱ
リ
ン
グ
及
び
プ
ラ
ァ
ク
そ
の
他
の
持
作
に
結
び
つ
く
租
税
の
純
粋
理
論
は
、
問
川
に
狗
占
利
相
忙
品
到
す

h
u8 

る
課
税
の
問
題
に
精
密
な
分
析
的
遺
産
を
残
し
て
ゐ
る
。
と
の
や
う
ゑ
相
続
純
情
の
均
衡
論
的
把
握
は
、
財
政
L
L
岡
民
経
済
と
の
鴇
叩
刊

E

n

 

接
目
複
雑
友
る
交
錯
を
解
明
す
る
最
初
の
手
懸
り
と
た
る
も
の
で
あ
る
。

抑

h

本
稿
の
企
閲
す
る
所
は
、
こ
れ
ら
一
群
の
分
析
を
遁
跡
し
つ
つ
従
来
一
方
的
利
川
忙
終
っ
た
数
式
的
展
開
と
幾
何
皐
的
岡
示
と
を

H

叫

田

忠

併
用
し
、
諸
種
の
課
税
形
態
の
各
ミ
の
揚
合
を
吟
味
し
而
も
と
れ
を
納
助
金
の
問
題
忙
及
す
と
共
に
、
需
要
一
削
教
、
費
用
函
数
白
性
叫
加

賀
の
作
用
主
一
貫
せ
る
方
程
式
組
織
に
上
っ
て
考
察
す
る
に
在
る
。
先
づ
完
全
供
給
狗
占
下
の
嫡
占
者
陀
劉
す
る
租
税
及
び
納
助
金
山
一
的

d

g

 

の
作
用
主
吟
味
す
る
。
印
ち
租
枕
及
び
そ
の
消
極
的
形
態
た
る
柿
助
金
に
依
る
狽
占
慣
格
、
調
占
的
供
給
品
川
一
及
び
消
去
利
潤
の
旋
動
曲
川

団

組

を
取
扱
は
う
と
思
ふ
。
己
の
鎚
動
の
波
は
繍
大
し
て
杢
閥
的
忙
一
枇
舎
の
机
給
表
に
及
ぶ
の
で
あ
る
が
、
被
に
は
右
の
い
は
Y
第

一

次

回

刊
w

h

 

z
y
 

的
作
用
の
み
を
論
、

Toa
而
し
で
か
ミ
る
蟹
動
生
起
の
可
能
性
は
、
社
舎
の
流
通
粧
済
的
組
織
帥
ち
個
人
聞
の
自
由
ー
な
る
債
格
決
定
山

U

一

の
保
件
に
し
て
興
へ
ら
れ
ざ
る
限
り
制
限
を
受
〈
る
己
と
は
言
を
倹
た
ぬ
。
現
貨
に
は
右
D
如
き
保
件
の
完
全
な
る
具
備
も
或
は
全
日
刊

e

o

 

d

v

 

〈
快
知
せ
る
欣
態
も
存
せ
血
@
た
ど
租
税
経
済
が
近
代
凶
家
財
政
及
び
国
民
粧
桝
に
占
む
る
地
位
を
考
慮
す
る
と
昔
、
一
際
議
D
保

I

同

e
司包

件
の
下
に
議
論
を
進
め
る
の
が
現
質
接
近
の
第
一
階
綿
と
し
て
最
も
放
果
的
で
あ
る
。
か
h

る
試
み
白
示
唆
は
ク
ウ
ル
ノ
オ
潤
占
理

p
k

'
6
ーほ

論
白
最
も
テ
ィ
ピ
カ
ル
た
揚
合
に
於
い
で
奥
へ
九
れ
で
ゐ
る
。
凡
そ
潤
占
債
格
は
そ
の
供
給
者
が
最
大
の
利
潤
を
あ
げ
う
る
所
に
定
加
円
D

ま
る
。
印
万
一
般
忙
債
格
か
ら
平
均
費
則
子
操
除
せ
る
単
位
首
り
利
潤
と
版
資
金
と
丘
四
が
最
大
と
た
る
鮪
に
定
ま
苧

-
h
H一副匂

m
E

一

w
h
I円

弐
に
若
千
の
前
提
を
置
く
。
削
ち
費
削
同
教
は
綿
て
計
聾
費
用
関
数
で
あ
り
需
要
量
、
供
給
量
及
び
生
産
量
は
夫
々
相
互
に
等
し

い
己
L'
」
、
課
税
或
は
補
助
金
交
付
の
前
後
に
於
い
て
需
要
函
数
、
供
給
函
数
は
艶
化
せ
ざ
る
己
と
。
弐
は
課
税
及
び
紛
助
金
交
付
の

4) 

5) 

租
輯
・
補
刷
金
と
掴
占
領
絡

俸
五
+
丸
巻

弾
二
、
=
一
、
四
披

ヨ工



第
五
十
九
巻

形
態
に
閲
す
る
。
現
行
税
法
及
び
補
助
金
制
度
に
は
極
め
て
複
雑
た
も
ゆ
が
る
る
け
れ
苫
も
、
最
も
代
表
的
左
形
態
よ
り
順
失
考
察

租
柚
・
補
助
金
と
凋
占
慣
格

第
二
、
=
一
、
四
腕

~ 

J、

し
て
ゆ
く
と
と
と
す
る
。

4 

回、
疋、
獄、
α)、
租、
税、
首f、
課、ニ
せ、
ら、
る、
h 、
揚、
合、

一
般
に
需
要
函
教
は
、

ク x 
守
ノレ

iz 
i、ιL
.て

う夫
Jを

ク自由
-t 弘主

主主
l生 f左
右手下

2 舎
一-，，，.妥

語翼
手主
りは
出
立す
笠と
3 き
る→b

lサエ:
〈tiえ
E E 
4同}よ

み A てコ
V亡

て
は一

方ミ
右を

24L 
歯号
数

M
H唱
(
司
)

川
川
】
可
(
凶
)

を
利
用
す
る
。
蓋
し
己
の
形
の
方
が
、
よ
り
近
代
理
論
的
危
表
現
で
あ
り
そ
の
最
近
白
褒
速
と
結
合
せ
し
む
る
に
使

利
で
る
る
か
ら
で
あ
る
。
而
も
こ
の
際
需
要
曲
線
は
一
般
的
と
認
め
ら
る
as
姿
邸
ち
右
下
り
の
姿
を
有
つ
も
の
と
す
る
。
他
方
紬
費

用

ι就
い
て
は
・

←k 
り
の

委
主
有
てコ
も
の
と同
す H
る主主
，. " 

に
よ
っ
て
と
れ
を
示
す
が
、

一
般
に
K
は

x
の
増
加
に
つ
れ
て
増
加
し
綿
費
用
曲
線
は
右

課
税
前
の
凋
占
利
潤
は
締
収
入
よ
り
楓
費
用
を
蛾
除
せ
る
残
高
即
ち
u

門
司
(
凶
)
|
令
(
凶
)
で
一
不
さ
れ
、
己
の
時
濁
占
利
潤
の
決
定
せ
ら

る
べ
き
保
件
は
右
目
利
潤
を
極
大
に
す
る
弐
の
方
程
式
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

同
町
(
封
)
+
同
町
、
官
)
!
大
(
同
)
H
-
-
-
-
(同
)

裁
に
販
賀
高
、
版
費
量
ム
」
無
関
係
に
同
定
師
側
S
が
課
税
せ
ら
れ
た
ム
雪
、
調
占
者
は
抽
制
収
入
土
り
総
費
用
及
び
租
税
額
を
幣
除
せ
る

残
高
邸
ち
M

門
司
(
凶
)
宅
(
阿
)
I
∞
を
磁
大
に
せ
ん
と
す
る
。
そ
の
限
り
に
於
い
で
そ
の
供
給
数
量
は
弐
白
保
利
を
満
足
す
る
も
の
で
た

け
れ
ば
な
ら
砲
。

明
(
内
)
十
州
問
、
(
同

)
l喝
、
宵
)
a
O
F

(

日

)

.. 

司

ホ尤もとの鴻費用曲線は初め右下り白委を有L、そ白後右上 Pに蒋fる白である
がと Lでは一廓右上り申書暑として曲む。
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即
ち
課
税
前
後
に
於
け
ヲ
グ
艦
大
傑
件
仰
向
は
会
〈
同
一
で
あ
担
、
租
税
S
の
影
響
は
な
い
。
帥
ち
租
税
の
韓
嫁
は
行
は
れ
由
。
こ
れ

を
幾
何
皐
的
に
説
明
す
る
。
(
出
。
-
H
)

J

、

，

埼

縦
軸
に
慎
格
、
横
軸
K
数
量
密
と
る
。
机
川
印
。
り
線
牧
入
量
示
ナ
曲
線
ま
一
般
に
E
D
如
き
形
を
と
い
収
卸
ち
総
費
用
を
示
す
曲
線

x

'

J

I

E

 

去
邸
は
さ
き
に
前
提
せ
る
所
に
よ
り
闘
の
如
く
重
か
れ
る
。
課
税
前
白
ク
ウ
ル

ノ
オ
の
離
は
町
及
び

r
へ
の
切
線
が
同
一
数
量
賠
に
於
い
で
平
行
な
る
聴
に

E

K

 

求
め
ら
れ
る
ロ
租
税
目
が
加
は
っ
た
揚
合
に
は
如
何
。
租
税
曲
線
W
は
己
の

際

x
軸
民
平
行
な
る
直
線
で
あ
る
。
か
〈
て
阻
と
町
山
と
を
累
加
し
で
租
税
を

合
め
た
る
締
出
費
曲
線
叫
を
聾
〈
。
己
白
揚
合
、
一
芸
横
軸
に
平
行
在
る
直

拍
酬
を
以
で
示
さ
る
A
限
り
同
一
致
問
重
に
臆

T
G品
、
邸
一
閉
曲
線
上
の
ご
賠
問

白
距
離
は
等
し
〈
、
営
該
一
一
舗
に
於
け
る
一
切
線
は
総
で
平
行
で
あ
る
。
課
税

前
白
タ
ウ
ル
ノ
オ
の
離
は
平
戸
」
阻
と
へ
り
切
線
D
l
平
行
な
る
瓢
に
在
、
p
、
印

ち
D
H
、
課
税
後
に
は
回
、
と
仏
と
へ
白
切
帥
酬
の
卒
行
去
る
艶
卸
ち
b
h
k
在
る
。

然
る
ふ
と
ぽ
と
へ
の
切
紘
一
は
同
一
数
量
に
隠
や
る
綿
て
白
鞘
に
於
い
て
平

行
で
あ
る
。
故
に
課
税
前
後
白
猫
占
的
供
給
量
従
っ
て
猫
占
領
格
は
共
に
鐙

s 

， 
E 

K' 争

A 
s 

化
せ
ね
o

即
ち
マ
ア
シ
キ
ル
の
所
謂
凋
占
利
餐
曲
線
言
。

g司
O
H川
崎

町

4
S
S
E
2
2
上
の
各
瓢
が
・
夫
等
の
耽
酬
が
存
在
す
る
不
続
利
谷

Jν'~ML 

FI/(.l 

。

品
向
仙
腕

(
E
E百円

E
E
E
E
H
a
)
の
不
泊
費
利
袋
よ
り
も
一
定
額
だ
け
小
た
る
不
受
利
益
を
一
市
す
不
援
利
釜
曲
線
に
ま
で
押
下
げ
ら
れ

又
円
。
部
ち
新
し
き
ク
ウ
ル
ノ
オ
の
鮪
は
元
の
そ
れ
の
垂
直
下

K
在
る
乙
と
に
た
る
。

租
積
・
楠
助
金
主
潤
占
領
特

停
五
十
九
巻

第
二
、
=
一
、
四
競

七

庫版 p.87以下。
綿杭入曲線は前週白如き需要両教に於いて、需要数量零に臨じて慣椅が有匝
確定値在有し、慣格零に臨じて需要量が有限確定健在有するとき、岡田如き
弛抽繰り形をとる。
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租
積
・
補
助
金
と
濁
占
慨
格

第
五
十
九
巻

第
二
、
コ
一
、
四
擁

-
J、

即
ち
取
引
に
一
闘
す
Z
憾
で
白
可
費
量
に
謝
し
て
猫
立
す
る
同
定
額
課
税
白
揚
合
に
は
、
調
占
債
格
及
び
術
占
的
供
給
量
は
租
税
D

影
響
を
う
け
ぬ
J

但
し
こ
の
課
税
に
ヱ
り
調
占
生
産
者
由
利
潤
は
減
少
す
る
。

従
量
税
の
課
せ
ら
る
ミ
担
額
合

ロ

x 

販
賀
量
D
各
車
位
に
封

L
で
固
定
額
の
課
税
が
行
は
れ
る
揚
合
印
ち
従

量
比
例
税
白
場
合
を
考
へ
る
。
単
位
首
り
税
額
を

s
と
す
れ
ば
謀
説
後
白

濁
占
利
潤
は
式
M
門
司
(
同

)
1
{令
(
凶
)
+
詰
}
で
奥
へ
ら
れ
そ
白
極
大
傑
件
は
弐

に
式
に
よ
nJ
で
一
草
さ
れ
る
。

同
(
閥
)
+
何
回
之
官

)
l
{宅、(凶
}
+
4
1
0

( 

" ) 

同1 円。
F/u.立

こ
れ
を
幾
何
間
帯
的
に
説
明
す
れ
ば
突
の
様
に
在
る
。
(
出
の
凶
)
前
の
場
合

と
同
様
忙
し
で
綿
牧
入
曲
線

r、
綿
費
閉
曲
線
m
A

を
護
費
m
a

と
租
税
曲
線

i

E

K

K

4

 

g
と
を
累
加
す
る
と
と
に
よ
り
総
出
費
曲
線
仙
を
得
る
q

但
し
と
の
際
租

税
曲
線
は
原
鮪
を
通
り
横
軸
と
一
定
角
度
を
在
す
直
線
で
あ
る
。
従
っ
て

A
ま
K
に
比

L
て
傾
斜
が
急
で
あ
り
而
も
そ
の
傾
斜
D
差
は
数
量
の
増
加

A
t
K
 

忙
在
比
例

L
て
増
加
す
る
。
課
税
前
の
ク
ウ
ル
ノ
オ
の
黙
は
回
及
び
邸
へ

m切
線
が
同
一
敢
量
離
に
於
い
で
平
行
た
る
賠
D
H
K

定
ま
る
。
課
税
一
後
白
そ
れ
は
回
と
砧
と
へ
の
切
線
の
平
行
な
る
賠
D
H
に
定
ま
る
。

然
る
に
同
一
致
貴
一
に
照
や
る
綿
で

η
駒
山
仏
於
い
て
い
日
正
郎
と
へ
の
切
線
は
平
行
で
泣
い
。
卸
ち
課
税
前
後
白
ク
ウ
ル
ノ
オ
の
献
の
位

置
は
費
化
す
る
。
回
が
陳
賠
よ
り
出
裂
し
右
上
り
の
方
向
民
進
み
、
或
る
貼
に
遣
し
た
後
は
右
下

H
の
方
向
に
持
宇
る
以
上
、
そ
の

o 

や

高田保馬博士「策二組桝事概論Jpp， 183-184 
CournOI， op. 'cit.， p・49ff.，邦諜 P.79以下 K.Wick田 11，I<inaozthearettsche 
Untersw::hungen， Jena 1896， S. 19 ff. 
Enrico B:l.cone， G叩 ndziigeder theoretischen Nationalokonomie， Bonn 1.927， 
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傾
斜
は
漸
翠
世
主
り
傾
斜
一
白
角
度
零
(
マ
ア
シ
ヤ

Z
鞘
)
と
な
っ
た
後
は
傾
耕
は
負
と

20町
は
数
量
の
増
加
ム
共
に
益
々
右
と

り
と
在
る
。
課
税
前
の
ク
ウ
ル
ノ
オ
の
黙
は
勿
論
マ
ア
シ
ヤ
ん
の
賭
D
左
方
に
在
っ
た
。
課
税
後
の
そ
れ
は
課
税
前
の
そ
れ
の
光
方

に
移
動
す
る
。
若
し
若
し
お
方
へ
移
動
す
る
と
す
れ
ば
、
国
の
傾
斜
は
袋
二
世
と
た
り
M
の
そ
れ
喰
八

f
Z言
及
し
り
切
線
の
平
行
す

る
黙
は
求
め
ら
れ
白
。
必
や
左
方
陀
移
動
す
お
加
者
向
だ
か
ら
バ
あ
る
。
か
く
て
こ
の
揚
合
に
は
凋
占
的
供
給
堂
は
必
宇
小
と
左
し
り
(
叫

よ

り

叫

へ

〉

濁

占

慣

格

は

必

中

騰

貴

し

狽

上

口

利

潤

は

減

少

す

守

的

一

セ
リ
グ
マ
V
は
突
の

E
E包
E
-
Z自
至
。
主
り
じ
で
具
る
結
論
に
到
達
し
わ
。
担
制
点
者
は
一

0
0
0翠
位
の
商
品
を
各
々
五
弗

に
て
供
給
し
得
る
。
各
単
位
の
費
用
は
二
弗
で
あ
る
。
債
格
を
六
弗
忙
定
む
る
と
き
販
賞
品
五
は
七

O
O草
位
、
四
弗
の
と
昔
は
一
一
一

0
0草
位
と
す
る
。
己
の
揚
合
各
々
白
慣
格
に
於
け
る
利
潤
は
夫
々
三

0
0
0弗
、
二
八

O
O弗
及
び
二
回

O
O弗
で
あ
る
。
従
つ

で
凋
占
利
潤
極
大
の
執
は
債
格
五
弗
D
場
合
陀
求
め
ち
れ
る
。
こ
の
際
一
単
位
酋
り
一
弗
の
課
税
が
あ
る
と
す
る
。
五
弗
の
場
合
の

ち
租
税
り
す
べ
て
が
消
費
者
に
樽
嫁
す
る
。
以
上
の
算
例
主
整
理
す
る
と
次
の
様
に
た
る
。

利
潤
は
二
。

0
0弗
、
六
弗
の
揚
合
に
は
一
二

O
O弗
、
四
弗
白
揚
合
に
は
ご
一

0
0弗
と
な
り
猫
占
者
は
慣
格
六
弗
を
選
ぷ
。
卸

2適

応 Ji諮

晴
世
加
温

(
阿
世
詩
時
三
ご
J
P
)

国「品。。
同

rg
。

H

・色。

強
-
苗

(
離
部
副
司
)

P
邑。

F自
由
。

同
五
ち
。

酋
薄
強

(
冊
吉
川
暗
唱
同
で
こ

】

f
叩
δ

。
]「。。。44

。。

輝

剛

覇軍

雪

選墨書

点目句∞。。
旬
、
〔

5
0

A
F
i

日目。。

由 、切

抽
選
直

(
猫
蔀
際
)

H
M

出。。
p
o
o
o
 

M

・回。。

然
る
に
一
翠
位
首
り
日
比
弗
の
課
税
が
行
は
る
h
揚
合
に
は
、
慣
格
五
弗
白
時
の
利
潤
は
(
叩
l回
目
〉

)
X
Y
-
-
d
H回

wac--珂
格
六
弗

白
時
の
利
潤
は
(
申
1
凶〈ふ)×、
4
8
H
P
S
F
郎
ち
濁
占
者
は
債
格
五
弗
を
選
び
債
格
は
騰
貴
し
た
い
。
己
の
と
と
は
需
要
度
躍
を
主

担
税
・
補
助
金
主
珊
占
領
椅

第
五
十
九
巻

， 

第
二
、
一
一
一
、
四
競

ブL

S. 177 (f.; A. 1¥在民rshal1， Principles of EcoτlomICS) London. .1938， p. 481; 
、，vick回 ll，a. a. O. S. 10， S. 19 
以下の謹伺阜的説明は専ら栗村雄吉致授「澗占領格の理論Jp. 152以下に展開
せられた結果を利用させて戴〈。
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租
積
・
補
助
金
主
踊
占
領
椅

第
五
十
九
巻

停
二
、
三
、
四
腕

O 

り
細
分
し
で
も
同
じ
い
。
邸
ち
債
格
が
夫

f
b弗
(
数
量
一

c
o
g
m弗
(
九
O
O
)
叫
弗
(
八
二
五
)
肌
弗
(
七
五
O
)
及
び
6
弗
(
七
C
C
)
白

揚
合
白
調
占
利
潤
は
夫
々
二
七
五

O
弗
、
二
七

O
O弗
、
二
六
八
了
二
五
弗
、
二
六
二
五
弗
及
び
二
六
二
五
弗
で
あ
り
、
債
格
は

始
め
白
五
弗
を
動
か
、
由
。
印
ち
租
税
は
金
〈
消
費
者
に
轄
嫁
せ
ら
れ
ね
。

以
上
に
よ
り
セ
リ
グ
マ
ン
は
、
従
量
比
例
税
は
必
干
し
も
消
費
者
に
輔
嫁
せ
ら
る
主
主
は
限
ら
昔
、
調
占
領
格
白
引
上
げ
は
必
然

的
で
は
・
泣
い
ム
」
白
結
論
に
至
る
。
己
泊
セ

9
グ
マ
y
の
具
論
に
劃
し
て
従
長
課
税
が
凋
占
償
格
白
騰
貴
を
粛
す
と
と
の
必
然
性
の
設

明
は
、
代
激
的
に
は
既
に
孟
ツ
ヂ
ワ
ア
ス
に
よ
り
果
さ
れ
て
ゐ
弘
。
然
ら
ぽ
セ

P
グ
マ
y
の
結
論
は
如
何
忙
批
判
さ
る
べ
き
で
あ
ら

ろ
か
。セ

リ
グ
マ

y
は
Z

ッ
ヂ
ワ
ァ
ス
の
所
謂
需
要
曲
紘
白
蓮
積
性
の
俄
定
を
杢
〈
認
め
よ
う
と
し
左
い
円
。
尤
も
個
別
的
需
要
は
必
や
し

も
債
格
白
鴎
型
化
に
つ
れ
で
漣
韻
的
に
動
か
た
い
で
あ
ら
う
。
債
格
白
愛
化
に
拘
ら
や
需
要
の
一
定
す
る
易
合
も
あ
担
、
或
は
債
格
。

襲
化
陀
つ
れ
で
非
蓮
続
的
に
動
〈
揚
合
も
あ
る
。
然
し
個
別
的
需
要
と
し
て
は
非
漣
額
的
た
も
の
も
、
枇
合
的
需
要
と
し
て
は
連
鎖

/
 

的
で
あ
る
白
が
普
通
で
あ
る
。
そ
れ
は
経
済
主
植
が
所
得
に
於
い
で
も
欲
監
に
於
い
て
も
異
質
的
で
あ
り
、
各
個
別
的
需
要
が
多
種

'

η

 

多
様
で
あ
る
の
に
基
し
。
枇
合
的
需
要
曲
線
は
こ
れ
を
一
際
趨
積
的
白
も
白
と
見
る
の
が
、
経
済
理
論
的
に
よ
り
一
般
的
で
あ
る
。

縫
っ
で
セ

P
グ
マ
ン
白
前
提
は
寧
ろ
特
殊
白
揚
合
を
捉
へ
た
に
過
ぎ
ね
。

前
掲
セ
リ
グ

7
y
の
算
例
に
於
い
て
は
、
租
税
一
弗
白
揚
合
に
の
み
領
特
は
騰
貴
し
、

U
H
弗
の
揚
合
に
は
同
一
の
需
要
表
に
於
い

で
も
更
に
度
盛
の
細
い
需
要
表
陀
於
い
て
も
憤
格
騰
貴
は

J

生
起
せ
由
。
然
し
栗
村
鞍
授
の
試
色
町
の
如
く
債
格
5F弗
と
肌
弗
と
の
問
に

肌
弗
を
と
り
数
量
生
九
五

Q
と
す
れ
ぽ
利
潤
は
二
七
七

0
・
丸
と
た
り
慣
絡
は
章
一
川
的
陀
引
上
げ
ら
れ
ざ
る
を
得
ね
。
邸
ち
セ
リ
グ

7

ン
の
所
謂
需
要
不
運
頼
を
前
提
し
で
も
倫
需
要
度
盛
を
蝿
型
化
せ

L
め
る
己
と
忙
土
り
、
債
格
は
或
は
不
費
或
は
騰
貴
す
る
。

1I) 亡白f.，在arshall，op. ~ít.j p. 48r 
12)， " I3arone， a. a: 0:， S. Ii7; Marshall， Op. cit.， P・ 4~2; Wicksel1， a. a. 0.， S. 

IO" S. 14;栗村教授前掲書 p.J55・
E.' R. A~ 'seUg'rnan， '-'i"h-e" 'shift阻 ga.nd iI?-cidence of taxation 5th ed.， Ne'.V '3) 



か
〈
で
澗
占
財
に
封
ず
る
従
且
買
税
は
必
然
的
忙
慎
格
に
作
用
す
る
が
、
調
市
慣
格
決
定
に
闘
す
る
諸
曲
線
が
連
績
性
を
有
っ
と
き

に
は
己
の
作
用
は
必
中
間
融
持
的
陀
働
毒
、
不
連
績
の
揚
合
に
は
そ
の
作
用
は
必
宇
し
も
頼
れ
む
こ
と
を
知
る
。
己
a
h
k
作
用
す
る
の

は
需
要
度
盛
の
大
い
き
と
い
ふ
保
件
で
あ

Z
。
己
の
傑
件
白
如
何
に
よ
っ
て
連
額
的
た
ち
ば
醐
型
化
す
べ
き
濁
占
慎
格
の
増
分
が
、
需

要
の
不
連
結
度
盛
の
刻
み
土
り
大
在
る
と
昔
に
は
課
税
の
作
用
ほ
額
在
的
と
た
り
、
小
た
る
と
き
に
は
潜
在
的
と
た
る
。
セ
リ
グ
マ

ン
は
課
税
の
作
用
に
就
き
右
の
瀬
本
的
の
揚
合
主
潜
在
的
目
揚
合
と
を
観
察
し
、
租
税
の
締
嫁
の
必
然
牲
を
拒
否
し
た
に
他
左
ら
向
。

経
憤
程
の
課
せ
ち
る
ts
揚
合

，、
品
位
債
続
若
〈
は
買
上
積
、
即
ち
綿
牧
入
又
は
販
寅
高
に
縫
っ
て
課
税
せ
ち
る
土
揚
合
の
考
察
は
、
比
例
税
の
揚
合
か
ら
設
ま
う
。

税
卒
者
g
と
す
れ
ば
課
税
後
白
調
占
利
潤
は
式
民
主
l
全
品
l
l
M

司
玄
-
m

帥
ち
す
同
(
凶
)
}
(
H
l
ω
)
l
交
と
で
奥
へ
ら
れ
、
極
大
僚
件

は
弐
白
式
に
よ
っ
て
一
草
さ
れ
る
。

{同
(
M
)
+
】
局
、
(
巴
}
(
H
l切
)
l
e
、
官
)
月
号

(品
V

グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
友
説
明
に
移
る
宮
D

U

)
。
前
と
同
様
に
し
で
鳩
牧
入
曲
縦
四
、
綿
費
用
曲
線

m
E葺
く
。
粗
税
曲
紘
一
泊
は
如
何
た

る
形
扶
を
と
る
か
。
己
の
曲
線
は
時
に
比
例
す
る
故
、
回
と
始
草
間
及
び
終
止
鱗
を
共
に
し
そ
の
傾
朝
間
の
方
向
も
等
し
い
が
傾
熱
度

x
 

は
田
上
り
援
で
あ
る
。
己
白
と
き
抽
鴨
川
収
入
よ
り
租
税
額
一
を
控
除
せ
る
残
高
合
同
一
阿
)
}
(
H
l
ω
)

を
一
部
す
曲
線
、
い
は
ピ
純
収
入
曲
線
，
M

は
前
の
一
二
曲
線
と
始
強
馳
及
び
終
此
黙
を
共
に
し
傾
斜
の
方
向
も
等
し
い
。
但
し
傾
調
制
度
は
回
よ
り
も
綬
で
あ
る
。
課
税
前
の
ク
ウ

ル
ノ
オ

O
黙
は
四
へ
の
切
線
と
阻
へ
の
切
線
と
が
平
行
在
る
賠
九
に
求
め
ら
れ
、
課
税
後
の
モ
れ
は
阻
へ
の
切
線
と

F
拍
へ
の
切
線
止

が
平
行
怠
る
勃
九
に
求
め
ら
れ
る
。
さ
で
況
も
J

は
も
共
に
右
上
り
の
十
刀
向
に
進
む
が
前
者
の
傾
斜
度
は
ハ
佐
々
念
と
た
り
後
者
の
そ
れ

は
盆
A

綾
と
た
る
。
課
税
前
白
ク
ウ
ル
ノ
オ
白
黙
は
勿
論
マ
ア
V

ヤ
ル
の
賠
の
左
方
に
在
る
が
課
税
後
に
は
如
何
。
若
し
右
方
へ
移

租
税
・
補
助
金
主
調
占
倒
格

持
五
十
九
巻

第
二
、
=
一
、
回
揖

York 1927. p. 343 ff. 
F.' Y. Edgeworth， Prof. Grazfani or the: mathematical theory of monopoly. 
Economic Journal. vol. VIII， p.， 235 
Seligman. op. cit.. pp. 346-348 高田博士、前調書 p.167_， ，") 
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印
ち
猫
占
者
は
慣
格
五
弗
を
引
上
げ
ま
い
と
す
る
。
印
ち
租
税
は
全
く
濁
占
者

明

r

n

叫

に
負
指
せ
ら
れ
輔
嫁
行
は
れ
や
と
の
結
論
に
至
る
。
然
し
と
の
結
論
は
正
し
〈
左
い
)
ロ
ス
、
ウ
ィ
ク
セ
ル
、
及
び
エ
ヲ
ヂ
ワ
ア
ス
一

%

。

p

の
反
封
忙
叫
到
し
セ
リ
グ
T

Y

も
そ
の
後
(
第
五
庇
)
誤
り
を
認
め
て
ゐ
る
。
第
一
に
右
の
議
論
に
於
い
て
は
、
五
弗
以
下
の
債
格
に
於

け
る
需
要
増
加
は
叫
弗
と
日
弗
と
の
関
白
需
要
増
加
よ
り
も
小
な
る
こ
と
が
前
提
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
乙
れ
は
彼
の

自由
ν』

O

全
開
の
趨
勢
か
ら
見
で
採
り
難
い
。
第
二
に
従
景
視
の
揚
合
と
同
巳
て
需
要
曲
線
の
不
運
頼
性
が
前
提
せ
ら
れ
、
債
格
は
供

部

給
量
の
昌
吉
口
町
宮
司

zzzo「
]
】
の
宮
町

E
E
B
と
見
倣
さ
れ
て
ゐ
る
。
己
の
吟
味
は
前
に
辿
べ
た
所
陀
議

5
0
セ
リ
グ
マ
ン
は
右

の
割
問
謬
を
認
め
而
も
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
在
設
問
問
陀
於
い
で
債
格
騰
貴
を
肯
定
せ
る
に
も
拘
ち
宇
、
課
税
に
よ
る
猫
占
領
格
の
騰
貴
の
必

租
揖
・
補
助
金
主
調
占
債
格

K' 
十

K 

占 議L る重力
利積故ず
i間後右る
はの方と
小 3却にす
と占移れ
た 白守 主唱~
ち供す
ぎ給る KK'竺
る 主 ; 己 の で
をはと l'h よ
得必は斜議
自 叫 す 右 左 度

小一いは
と u 主lt-
t:r 必ぜ 々

り然急
(的と
OM，に泣

さ 左 り
oh目方 aa' 
へ且 に の
)移そ
債動れ
格ずは
はる経
騰。々

貴か綬
L <と
濁て左

刷ヂ

セ
リ
グ
マ
ン
白
異
論
白
装
礎
と
な
る
算
例
を
整
型
し
よ
う
。

ノ謹

醤

苗

割

論

(
調
帯
同
母
)

(

H

C

W民
)

p
e富
取

。

。

P
。

目

印

恥

4
p
u
o

回-∞∞
4
0
0
A
m
ω
ω
4
ω

団
"
∞
回
目
富
山
田
国
四

回
γ

∞

。

。

恥

凶

。

ニ巴

てう論
。'"沼 '"ω さ

o;.~ t<.-~-ごL事

樽

神

欝
押
〉泌!

同
宰
。

町一。。
∞同町

4
回。

40-

。
~r。。。

A
m
h回
匂

A
F
白
印
『
目
。

Am祖国
H
H
m
C

A
F
凶。。

神担円糊迫

餅
二

J
一
、
園
競

皇室 ggg

出
E 

ロ
o 
『

2 
0 

平

cr 工、.vaJrU5，Ab吋gedes elements d'econo血 iepolitique pure，-Lausanne et 
Paris 1938， p. 71 
栗村教授、前掲脊 p.163_ 19) 栗村敬授、前調書 p.164目擦る a

Cournot， op， cit〆pp.75-76; Wicbel1~ u. a..O.， S. 2。

当

』

瞳

(
割
謡
曲
帥
)

M-ma-

P
R
w戸
旬
。

回一
-A陥

ω
ω
J可匂

回
、
日
∞
同
国
面

山

Pω
∞。
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然
性
は
あ
〈
ま
で
己
れ
を
否
定
せ
ん
と
す
み
。
然
し
裳
陀
鴻
ぺ
た
如
〈
こ
の
際
の
債
格
騰
貴
は
一
般
に
必
然
的
で
あ
る
。
セ
リ
グ
マ

ン
白
立
論
は
特
殊
の
揚
合
白
刷
慮
と
し
て
白
み
意
義
を
有
す
る
。

従
慣
累
進
税
白
揚
ム
ロ
に
移
る
。
現
寅
白
累
進
税
率
に
は
栂
め
で
複
雑
友
も
の
が
あ
る
が
、
議
論
の
時
草
化
の
た
め
に
、
累
準
卒
は

供
給
量
の
増
加
に
臆
じ
て
連
続
的
な
巴
旬
止
し
て
進
、
h
。
税
率
を

s
と
す
れ
ば
、

s
は
綿
牧
入

e
D
増
加
速
縮
図
敷
で
あ
る
。
即
ち

∞
目
白
(
め
)

か
〈
て
租
税
曲
線
も
綱
敬
入
曲
線
も
共
に
連
績
的
と
友
る
。
課
税
後
の
精
出
利
潤
は
式

M
】
斗
(
同

)
{
H
l

。
日
川
凶
H
4
(阿
)

@
}
l
令
(
パ
)
で
典
へ
ら
れ
、
そ
の
極
大
保
件
は
突
の
式
陀
ょ
っ
で
一
弔
さ
れ
る
。

{
塁
広
三
)}{TIPIき
)
L
'
(印

)

グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
忙
説
明
す
れ
ば
、
課
税
後
の
ク
ウ
ル
ノ
オ
の
軸
は
式
向
上
り
純
収
入
曲
線
と
憾
費
用
曲
線
と
へ
の
切
線
が
平
行
た
る

拡
に
有
る
と
と
を
知
5
0
E
d
際

E
C
叫
に
於
け
る
Mm
従
っ
て
，
m
も
亦
位
置
を
竣
へ
る
で
あ
ら
う
。
然
土
ク
ウ
ル
ノ
オ
の
賠
の
種

似
の
方
向
は
同
一
で
あ
る
。
卸
ち
組
側
占
慣
格
は
騰
貴
し
、
濁
占
的
供
給
量
並
区
凋
占
利
潤
は
仲
少
す
Z
。

利
潤
忙
従
つ
で
課
税
せ
ら
る
a
h

揚
合

-ー
己
白
場
合
の
吟
味
は
先
づ
比
例
税
D
揚
合
か
ら
進
む
。
税
事
を

s
と
す
れ
ば
課
税
後
の
揃
占
利
潤
は
式

で
奥
へ
ら
れ
、
そ
O
極
大
傑
件
は
次
白
式
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
白

{
将
司
(
三
宅
(
同
)
}
(
日
l
u
)

{司
(4
ー
ナ
M
司、
(
&
1
6
1
T
)
}
Q
l
ω
)
日
申

(

司

)

グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
た
説
明
に
移
る
戸

E
0・
e。
言
ふ
ま
で
も
た
〈
局
一
同
)
l
a
A
M
)

は
綿
利
潤
を
示
す
。
山
地
陀
邑
(
同
了

t
g
m
c
な
る

場
合
は
特
殊
在
場
合
で
あ
り
己
れ
を
一
一
際
除
外
す
る
と
、
線
枚
入
曲
線
と
綿
費
用
曲
械
と
を
考
慮
す
る
と
と
に
上
り
綿
利
潤
曲
線
は

'

也

事
即
の
如
雪
姿
を
有
つ
で
あ
ら
う
。
突
に
租
税
額
S
は
す
司
(
4
1
帯
、
(
同
)
}
切
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
が
、
と
の
曲
線
の
性
質
を
知
る
潟
に

x

租
積
・
補
助
金
と
調
占
憤
椅

僚
五
十
九
巻

第
二
、
=
一
、
四
貌

，= 

x軸より下古田部分は、との際の議論には考粛に入れない。
Se!弔問ao，op. cit.， p. 357 ff 
Prof. Ross， in thc Annal:s of the American Academy of Pontical and Social 
Sciences， iii， P"_ 460 (但し Se1igmaJl， up. cit.， p. 357に披る。)
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租
積
・
補
助
金
と
淘
占
伺
格

第
五
十
九
巻

第
二
、
=
一
、
四
焼

四

問、

H
{叫
(
例

)
+
M同
、
官
)
喝
、
(
同
)
}
ω

忙
就
い
で
と
れ
を
微
分
す
れ
ば
、

上
式
中
指
弧
D
中
は
自
(
る
l
曲
、
(
品
白
切
線
の
方

向
係
数
で
あ
り

s
は
常
に
ー
よ
り
小
伝
る
正
教
な
る
故
、
租
税
曲
線
町
田
の
傾
M

闘
の
方
向
は
町
の
そ
れ
に
等
し
〈
、

W
白
傾
斜
度
よ
り

綾
た
る
と
み
」
を
知
る
、
而
も
m
m
D
傾
斜
零
在
る
黙
と
W
の
傾
斜
零
た
る
黙
と
に
於
い
て
は

x
の
値
は
等
し
い
。
何
と
在
れ
ば
、
方
程

式
的
判
白

X

D
値
は
叩
目
白
切
線
の
方
向
係
教
を
零
と
置
い
た
揚
合
の

x
の
備
に
等

-ー予
租
税
瀬
だ
け
減
少
す
句
向
。

ヱ

し
い
-
か
ら
で
あ
る
。
更
に
純
利
潤
す
司
(
丘
三
M
)
}
(
H
l
m
)

の
曲
線
を
考
へ
る
固

と
の
曲
線
は
貯
を
考
慮
し
て

W
を
下
へ
?
り
し
て
∞
の
如
〈
左
る
。
町
の
切
線

白
方
向
係
敷
は
、
綿
利
潤
曲
線
W
へ
の
切
線
白
方
一
向
係
数
に
(
H
l
m
)

在
来
巴
た

も
の
で
あ
り
、
而
も
俄
定
に
上
り
(
H
l
m
~

は
正
註
る
故
、
回
及
び
W
雨
曲
線
の

傾
耕
白
方
向
は
等
し
〈
容
。
。
た
ど
∞
の
方
一
が
傾
剤
耐
が
経
で
あ
る
。
課
税
前
の

ク
ウ
h
N

ノ
オ
白
鞘
は
町
へ
の
切
線
が
横
軸
に
平
行
容
。
知
れ
で
-
あ
り
、
課
税
後

白
そ
れ
は
∞
入
血
切
線
が
横
軸
に
平
行
た
る
貼
D
H

で
あ
る
、

P
H
、
D
H
W
催
中
る

横
軸
の
数
量
M
、
M
忙
痩
化
は
た
い
。
邸
ち
課
税
に
よ
る
淵
上
向
的
供
給
輩
、
従

0

0

 

う
て
狽
占
領
格
に
菱
化
は
た
い
。
而
し
て
濁
占
利
潤
は
、
闘
に
明
ら
か
左
様
に

向。阿，

FICr.4-
。

ば

s
は
綿
利
潤
G
の
増
加
速
綾
関
数
で
あ
る
。
即
ち

調
占
利
潤
に
封
ず
る
租
税
の
税
率
が
累
進
的
な
る
揚
合
に
進
む
。
従
債
累
進
税
白
揚
合
と
同
じ
前
提
白
下
に
税
率
を
S

と
す
れ

の
H
M司
(
凶
)
;
唱
え
凶
)

旬

H
』

1

(

C

)

課
税
後
の
澗
占
利
潤
は
式

(地
(
M
7
6
A
M
)
)
(
M
l
m
)

で
奥
へ
ら
品
、
そ
φ
極
大
保
件
は
弐
の
式
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
‘
。

、

WickselJ， a. a. 0.， S. 14 
Edgewoith.“The" pure "theory of taxation"~ -Economic ]ournaI vo1..'VII， p. 
228 
ScIigman， op. cit.j p. 357 foot-note 
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{
喜
平
岡
町
よ
る

lE)}{Him-(関
与
丁
芸
)
)
抑
}
目
白

グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
た
説
明
に
入
る
前
医
、
税
率
に
闘
し
次
の
前
提
を
設
け
る
。
印
ち
租
税
線
額
を
S
と
す
れ
ば
先
づ

S
は
G
E超
過
せ

ぬ
己
在
、

F

及
び
G
の
増
加
に
上
る
S
の
増
加
分
目
白
は
、

G
の
増
加
分
必
よ
b
小
左
る
と
と
、
己
れ
で
る
る
。
右
の
前
提
は
現
賓
に
於

(
斗
)

け
る
最
も
一
般
的
友
形
態
を
考
慮
せ
る
結
果
に
他
左
ら
ね
。

E
の
曲
線
の
姿
を
知
る
た
め

回
、
河
川
{
司
(
阿
)
十
出

4
2
1
4、(凶)}{切
I

T

(

込
(
同
)
l
宅
(
バ
)
)
山
内
}
を

R

】の

室
長
い
で
租
税
曲
線
の
性
質
彰
一
吟
味
し
上
う
。
右
翼
二
の
因
数

{
ω
+
(
自
主

lE)俳
}

は

警

護

芝

居

よ
り
常
に
ー
よ
り
小
在
る
正
白
債
を
止
る
。
従
つ
て
の

y
の
符
続
は
、
{
司
(
凶

)IZ可
、
(
同
)
喝
、
守
)
}
'
即
ち
楓
利
潤
曲
線
白
一
方
向
係
数
の

苫
で
租
税
曲
線
の
方
程
式
は
次
の
式
に
よ
っ
て
奥
へ
ら
れ
る
。

印

H
(同司
(
M
)
1む
も

(ι)切

に
、
右
式
よ
り
S
の

x
に
閲
す
る
微
係
数
所
求
む
れ
ば

得
る
。

符
続
と
同
じ
で
あ
る
。
か
〈
て
租
税
曲
線
の
姿
は
究
の
様
に
在
る
。
租
税
曲
線
は
綿
利
潤
曲
線
と
傾
斜
の
方
向
を
同
じ
く
す
る
が
、

傾
斜
度
は
綿
て
の
黙
に
於
い
て
綬
で
あ
る
。
(
傾
斜
零
在
る
貼
を
除
〈
。
)
而
も
先
の
前
提
に
よ
り
租
税
曲
線
の
方
が
下
に
在
る
己
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

総
利
潤
曲
線
の
性
質
に
就
い
て
は
既
に
遁
、
へ
た
通
り
で
る
る
。
従
O

て
右
の
如
昔
租
税
曲
線
と
綿
利
潤
曲
線
ー
と
か
ら
純
利
潤
曲
線

の
委
を
知
る
。
卸
ち
純
利
潤
曲
線
は
線
利
潤
曲
線
と
傾
斜
白
方
向
を
同
じ
〈
し
前
者
白
方
が
傾
斜
度
が
伺
酷
で
あ
る
己
と
は
容
易
に
知

ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
即
ち
式
的
白
左
溢
が
純
利
潤
曲
線
。
方
向
係
教
を
示
す
。
而
も
{
司
(
州
)
十
品
、
(
尚
)
l
喝
、
(
同
)
}
は
線
利
潤
曲
線
の
方

向
係
数
で
あ
り
、

{HIm-(212b}は
書
望
書
官
明
ら
か
た
様
に
常
主
で
あ
る
。
従
つ
で
純
利
渦
曲
線
の

方
向
係
数
の
符
披
は
、
惚
利
潤
曲
線
の
そ
れ
と
同
じ
い
。
又
純
利
潤
曲
線
白
方
向
係
数
は
線
利
潤
曲
線
の
方
向
係
敢
に
ー
よ
り
小
な

る
値
を
乗
ビ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
前
者
の
傾
斜
度
の
方
が
綾
で
あ
る
a

租
秘
・
補
助
金
と
調
占
債
格

第
五
+
丸
巻

傍
=
、
三
、
四
競

五

O. F _ von Merin島 DieSteueriiberwalzung， lena '1928， S. 34・
Seligman"op. cit" p. 356. foot-note. 2勾 Seligman，op. cit.， p. 358. 
以下由説明は栗村歌授、前掲書 p.169以下に披る。
E. Barone， n. a・0.，S. 178; Mar!>halI， op. cit.， p. 481， p. 856 j Wicksell. 
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租
積
・
補
助
金
と
掲
占
個
格

第
三
、
=
一
、
四
按

ー
プミ

第
五
+
九
巻

か
く
し
て
課
税
後
の
ク
ウ
ル
ノ
オ
の
黙
は
純
利
潤
曲
線
へ
の
切
線
が
横
軸
忙
平
行
友
る
制
で
あ
る
。
同
一
数
量
賠
に
熔
十
る
線
利

潤
由
級
へ
の
切
綿
も
亦
横
輸
に
平
行
で
あ
り
、
課
税
前
後
D
溺
占
的
供
給
量
に
は
襲
化
は
な
い
。
従
っ
て
濁
↑
占
偵
格
も
師
型
化
せ
ぬ
。

調
占
利
潤
は
租
税
畑
刷
叫
に
け
減
少
す
る
。

右
白
結
論
は
、
税
率
に
闘
す
る
撃
の
一
前
提
の
下
に
於
け
る
限
り
は
正
し
い
。
理
論
的
に
は
こ
の
前
提
を
撤
去
し
て
ア
モ
ロ
オ
ダ
に

於
け
る
が
如
昔
結
論
に
到
達
す
呂
こ
と
も
出
来
る
。
品
惜
し
b
れ
わ
れ
の
前
提
白
方
が
一
般
に
現
寅
へ
の
安
常
性
を
よ
り
多
く
布
っ
と

担

J

一
百
ふ
こ
と
が
同
来
る
。
た
記
事
情
に
依
り
、
ア
モ
ロ
オ
グ
白
言
ふ
如
き
結
果
の
生
起
す
る
可
能
性
あ
る
と
と
を
忘
れ
で
は
な
ら
ぬ
。

以
上
に
於
い
て
仇
れ
わ
れ
は
安
の
事
を
知
る
。
即
ち
猫
占
僚
は
情
及
び
潤
占
的
供
給
量
が
踊
型
化
ず
る
の
は
従
量
税
及
び
従
債
税
の
揚

合
で
あ
り
、
向
定
額
課
税
及
ぴ
利
潤
に
従
っ
て
課
税
せ
ら
る
a
A

揚
合
に
は
そ
れ
ち
の
数
量
は
不
援
で
あ
る
。
相
判
占
利
潤
は
仰
れ
の
揚

合
に
在
つ
で
も
愛
化
す
る
。

出
川
従
量
挽
、
従
慣
視
の
揚
合
に
在
つ
で
も
、
事
情
の
如
何
に
よ
り
狽
占
者
が
租
税
白
金
部
を
自
ら
負
捨
せ
ざ
る
を
得
在
い
揚
合
の

羽

〆

あ
る
と
と
、
即
ち
八
一
)
澗
占
者
が
任
意
忙
そ
の
生
産
量
を
増
減
せ
し
め
得
左
い
揚
合
(
二
〉
狽
占
者
が
、
供
給
の
完
全
に
非
弾
力
的
危

商
品
の
唯
一

m
買
手
で
あ
る
揚
ム
ツ
一
一
一
)
現
貨
の
貨
幣
単
位
の
事
情
に
土
り
、
調
占
者
が
端
数

ω倒
格
を
定
め
得
や
租
税
の
負
捨
を
飴

帰

依
注
〈
せ
し
め
ら
る
e
A

揚
ム
口
等
に
は
義
の
結
論
に
修
正
が
加
へ
ち
れ
ね
ば
左
ら
ぬ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

材
助
金
乃
至
奨
働
金
は
い
は
Y
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
の
租
税
と
見
倣
1
れ
、
以
上
白
租
税
に
於
け
る
と
同
一
の
解
析
方
法
が
遡
用
さ
れ
る
柑

初
助
金
交
付
の
基
準
に
就
い
で
は
、
租
税
と
同
じ
〈
種
々
友
る
形
態
が
考
へ
ら
れ
る
が
、
管
迎
米
供
出
に
針
ず
る
奨
助
金
、
補
給
金

a. a~ 0..団.10， 20;栗村歌授、前掲書 p.174・
L. AnlOroso， Lezioni di ecunomia matematica， 1921， p.p. 227-237の所論
を品「る時時は栗村教授、前掲書 p_p;178-182に詳しい。同じ立場から白
批評としアロー Rlack，The incidence uf incOJne taxe~，工。ndon 1939， P・48

3') 



及
び
生
産
増
強
に
劃
す
る
特
別
償
格
報
奨
の
如
昔
、
す
〈
て
生
産
量
を
基
準
と
す
る
比
例
的
補
助
金
瀬
を
交
付
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て

誌
に
は
問
題
を
限
定
し
て
、
従
長
例
比
額
の
柿
助
金
の
作
用
主
吟
味
し
よ
う
。

袖
助
金
交
付
以
前
の
潤
占
利
潤
は
凶
同
玄
l
晶
、
(
る
で
興
へ
ら
れ
、
そ
の
極
大
保
件
は
弐
式
に
上
つ
で
示
さ
れ
る
。

『
(
M
)
+
凶司、
(
M
)
J
B
喝、す
)
H
-

(

国

)

単
位
首
相
補
助
今
領
を

s
と
す
れ
ば
補
助
金
交
付
後
の
狽
占
利
潤
は

M

見
4
l
{令
官
)
l
詰
}
で
輿
へ
ち
れ
、
そ
白
似
犬
傑
件
は
吠
の

s 

'/¥" 

最了

E 

P 

租
世
・
梢
助
金
主
調
出
債
格

式

ιよ
っ
て
示
さ
れ
る
。

~ 

同(尚一

+M品
川
、
官
)
l
{
号
、
官
)
l
m
}
H
C
I

( 

'" ) 

グ
ラ
フ
記
上
る
説
明
に
移
る
(
目
。
印
)
。

E
C
叫
に
於
け
る
と
同
様
に

し
て
総
収
入
曲
紘
町
、
楓
費
月
曲
線
邸
及
び
補
助
金
曲
線

wZ聾
く
。
但

L

mm
は
と
の
一
揚
合
原
黙
を
通
り
騎
軸
と
F

定
角
度
を
た
ず
直
線
で
あ
る
。
さ
て

綿
費
用
よ
り
補
助
金
額
在
控
除
せ
る
残
高
芸
)lω
阿
佐
一
不
す
曲
線
ば
は
如
何

友
Z
性
質
を
右
つ
で
あ
ら
う
か
。
印
ち
ぽ
は
臨
と
始
一
銭
鮪
を
同
巳
〈
し
、
一

般
に
そ
の
傾
斜
度
は
臨
の
そ
れ
よ
り
設
で
あ
る
。
而
も
ぽ
の
傾
向
駒
は
始
め
は

極
め
て
綾
で
あ
り
右
上
り
の
方
向
民
進
む

K
つ
れ
て
続
々
念
と
た
る
。

補
助
金
交
付
前
の
ク
ウ
ル
ノ
オ
の
勲
は

Y
及
び
K
へ
の
切
献
が
同
一
数
量

E

K

 

黙
に
於
い
て
平
行
な
る
駈
で
あ
り
、
交
付
後
の
そ
れ
比
一
品
と
ぼ
と
へ
の
切
線

が
平
行
な
る
新
で
あ
る
c

然
る
に
同
一
数
量
に
舷
中
る
総
て
の
黙
日
於
い
て

第
五
十
九
巻

第
二

J
一、四競

七

泊三重うる。

高田博士n憾済皐研究Jp.p. 658-661 
Edg-ewortb， op. cit.， p. 227 
Ed包巴worth，op. cit.， p'. 227・

32) 

33) 
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租
穂
・
補
助
金
と
濁
占
債
格

俸
五
+
丸
巻

第
二
、
一
一
一
、
四
鶴
一
二
凡

回
と
ぼ
と
へ
の
切
一
線
は
平
行
で
詮
い
。
帥
ち
補
助
金
の
交
付
に
よ
っ
て
ク
ウ
ル
ノ
オ
の
黙
は
移
動
す
る
の
で
あ
る
。
若
し
交
付
後
の

ク
ウ
ル
ノ
オ
の
駐
が
交
付
訓
白
そ
れ
の
左
方
に
動
く
と
き
に
は
回
の
傾
綿
は
袋
三
国
と
友
り
山
M
D
そ
れ
は
盆
々
一
殺
と
友
h
y
、
雨
曲
線

へ
の
切
線
が
同
一
数
量
鈷
忙
伶
い
で
平
行
左
る
貼
は
求
め
ら
れ
由
。
必
歩
右
方
に
移
動
す
る
筈
で
あ
る
。
一
巾
も
そ
れ
は
明
ら
か
に
マ

ア
シ
ャ
ル
の
賄
D
左
方
で
左
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
交
付
前
の
ク
ウ
ル
ノ
オ
の
黙
も
マ
ア
シ
ヤ
ル
黙
り
左
方
に
在
っ
た
。
従
っ
て
新
し
き

ク
ウ
ル
ノ
オ
の
黙
は
、
補
助
金
交
付
前
白
そ
れ
と
マ
ア
シ
ャ
ル
の
黙
と
の
中
聞
に
求
め
ら
れ
る
。
郎
ち
猫
占
的
供
給
量
は
必
然
的
に

大
と
本
り
(
叩
よ
り
叩
へ
)
、
濁
占
債
格
は
下
落
し
凋
占
利
潤
は
大
と
怠
る
。
調
占
利
潤
増
加
の
趨
何
皐
的
説
明
は

t
c
切
に
明
ら

か
で
あ
り
説
明
を
省
〈
が
、
代
数
的
に
は
既
に
グ
ウ
ル
ノ
オ
に
よ
っ
て
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
を
附
け
加
へ
で
を
付
。

四

さ
昔
に
明
ら
か
左
様
に
、
従
景
税
及
び
品
位
債
税
の
場
合
に
の
み
租
稔
は
調
占
的
供
給
量
従
っ
て
凋
占
債
格
、
調
占
利
潤
に
作
用
す

る
。
と
の
作
用
の
程
度
は
需
要
関
数
、
費
用
函
教
の
構
造
乃
至
形
妖
に
左
右
さ
れ
る
。
然
ら
ぽ
需
要
函
数
費
用
函
数
白
性
質
は
、
己

の
作
用
の
程
度
に
如
何
に
影
響
す
る
か
。
次
に
と
の
貼
の
吟
味
に
進
ま
う
。
*

、

、

、

、

棒
以
上
回
賢
明
で
は
新
規
の
諌
積
或
は
新
規
白
補
助
金
交
付
白
場
骨
を
と
っ
て
そ
の
作
用
を
考
へ
た
。
諸
に
右
目
前
提
を
撤
去
し
て
一
般
的
な
場
合
、

即
ち
積
額
或
は
補
助
金
額
が
引
上
げ
乃
至
引
下
げ
ら
る
L

揚
合
を
考
へ
る
。
と
白
一
般
的
な
場
合
が
従
燕
厩
扱
っ
た
特
殊
な
揚
合
を
包
告
す
る
と
主

は
官
ふ
愛
で
も
な
い
。

I 

先
づ
租
視
の
揚
合
か
ら
進
ま
う
。
議
に
従
量
比
例
検
の
揚
合
を
B

と
り
あ
げ
車
位
首
り
税
額
を

s
と
し
よ
う
。
租
税
の
揚
合

s
は

勿
論
正
で
あ
る
。
租
税
を
考
慮
せ
る
濁
占
利
潤
は
義
に
遁
ベ
た
所
か
ら
明
ら
か
左
様
に

】
丙
吋
(
凶

)
l
{宅
(
M
)
+
耳
}
・

:
3
9

Mering， a. a.. 0.， S目 34
Cournot， op. cit.， 1'. 69邦理 pp.102-103; J. ，Schumpeter，， Das Wes，en und 
der Hauptinhalt der theoretischen Nationalokonomie， Leipzig 1908， S. 498 
Cournot， op_ cit.， p.p_ 74-75，邦翠 p.p.109'-110 を見よ。
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で
興
へ
ら
れ
る
。
凋
占
者
が
そ
の
利
潤
を
極
大
た
ら
し
め
上
う
と
す
る
限
り
、
明
ら
か
に
モ
の
供
給
数
量
は
先
づ
次
の
僚
件

司(凶)iTM問、官
)
l
h
{

喝
、
一
旦
+
m
}
H
-
2
5

を
満
足
す
る
も
の
で
在
け
れ
ば
た
ら
む
。
式
日
比
就
い
て
二
つ
白
賄
を
注
意
し
て
を
か
ね
ば
た
ら
ね
。
(
一
)
己
主
に
問
題
と
た
る
の

(
 

は
勿
論
利
潤
の
極
大
で
あ
る
。
絞
っ
で
晶
置
の
利
潤
函
数
m

D

X

忙
就
い
て
白
第
二
弐
導
函
数
は
右
の
式
刊
を
満
足
す
る

x
の
値
に
封

{

(

 

し
て
負
で
あ
る
己
と
を
要
す
る
。
(
こ
れ
が
零
な
る
場
合
に
は
立
入
ら
由
。
)
郎
ち

同
町
、
守
)
十
M
司
、
、
(
丙
)
!
大
、
(
M
一
八
ハ
-
-
:

(
一
一
〉
傑
件
式
聞
は
濁
占
的
供
給
量

x
を

sm-
函
教
と
し
て
イ
ム
プ

H
シ
ツ
ト
に
定
義
し
)
」
ゐ
る
。
従
っ
て
乙
-A

に
式
叫
で
定
義
さ
れ

た
単
位
営
り
税
額
S

の
函
教
と
し
で
の
供
給
量
制
を
考
へ
る
己
と
が
出
来
る
。
経
済
事
的
に
言
へ
ば
、
己
目
函
敷
は
阜
位
首
り
税
額

S

の
費
動
に
件
っ
て
供
給
量
が
如
何
忙
礎
化
す
る
か
を
示
ナ
も
の
で
あ
る
。
と
れ
だ
け
の
こ
と
を
前
提
し
て
問
題
に
立
踊
る
月

s
D
作
用
が
わ
れ
わ
れ
の
問
題
で
あ
っ
た
。
既
誠
一
の
如
〈
僚
件
式
日
は
単
位
蛍
り
税
額
8

の
値
に
膝
じ
て
供
給
量

x
が
如
何
た
る

大
い
さ
と
在
る
か
を
規
定
し
て
ゐ
る
故
、
と
れ
に
よ
り
税
率
の
費
動
に
封
し
て
生
産
量
乃
至
供
給
量
が
如
何
程
る
強
さ
を
以
て
反
作

用
す
る
か
を
知
る
己
ム
一
が
同
来
Z
。
己
れ
を
示
す
も
白
は

x
の
s
に
関
す
る
微
係
数
伝
一
品
で
あ
る
か
ら
今
式
山
に
就
い
て
と
れ
を

一

〔

求
む
れ
ば
、
陰
関
数
の
微
分
法
が
数
ふ
る
手
緩
に
よ
り
方
程
式
聞
を
8

に
就
い
て
微
分
す
る
と
き
、

明
、
午
首
、
+
旬
、
ト
l
{犬
、
M
土
7
c

但
し
M
H
九
同

己
切

・.-M{尚一司、+同町、、
1
6
1
、
}
H
H

、

h
r
i
!」ー
J
司

(

回

目

)

品
ω

b

』
司
」
寸

M
句

モ

を
得
る
。
と
の
半
巾
を
手
懸
り
と
し
て
租
役
目
作
用
の
程
度
の
問
題
を
吟
味
し
よ
う
。

'
(
]
巴
)

租
酷
・
補
助
金
と
洞
占
債
格

第
五
十
丸
審

繁
二
、
=
一
、
四
競

ブL



租

揖

・

補

助

金

と

濁

占

債

格

第

二

J
一
、
回
娘
一
三
O

先
づ
明
ら
か
訟
と
止
は
、
式
臼
の
右
建
白
分
数
式
白
分
母
国
制
，
、
+
也
、
、
大
、
は
式
回
目
左
遜
に
他
な
ら
ね
が
、
と
れ
は
異
に
指

摘
し
た
管
利
潤
が
極
大
友
る
た
め
に
は
負
で
た
砂
れ
ぽ
た
ら
お
ソ
従
う
て
ま
は
ふ
よ
り
明
ら
か
友
様
に
負
で
あ
る
。

綿

明
会
乙
れ
は
経
済
事
的
に
言
へ
ば
、
積
額
の
引
よ
げ
(
或
は
新
規
の
課
警
は
常
易
自
者
の
供
給
数
量
の
減
少
、
従
っ
て

銅

溺
占
領
格
の
騰
貴
を
鷲
す
こ
と
を
示
し
、
ま
た
税
額
白
引
下
げ
は
常
に
狽
山
者
自
供
給
数
量
の
附
加
、
従
っ
て
潤
占
伺
格
の
下
落
を

静
王
+
九
巻

粛
す
と
止
を
示
す
。
さ
て
既
述
の
如
く
需
要
曲
線
は
一
般
的
左
姿
を
と
る
も
の
と
す
る
ロ
回
ち
問
、
〈
申

:f-A 
明哩

クト

1 費
日 用
。不

揚鐙
合掌の
、 場

合

唱さ

11 
o 

印
ち
需
要
減
少
度
コ
シ
ス
グ
ン
ト
の
揚
合
需
要
曲
線
は
直
紘
と
去
る
ー
に
は
、

調
出
的
供
給
量
の
減
少

A

曲
目
は
噌
加
)
度
、
従
つ
で
債
格
騰
貴
(
或
は
下
帯
)
度
は
需
要
減
少
白
程
度
の
犬
小
に
闘
せ
宇
常
に
同
一
で
あ
る
。

)

身

同

の
前
提
の
下
忙
於
い
て
は
式
日
土
り

H
1
4

帥
ち
回
吋
、
食
H
含

-

(

骨

b
旬

、
声
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

即
ち
税
額
増
(
減
)
分
の
牢
分
だ
け
債
格
は
騰
貴
(
或
は
下
落
)
す
る
己
と
を
知
る
。

而
も
限
界
費
用
不
餐

.・

7γ

然
る
に

4
u
、
己
目
》

'
I凶
刊

(
ロ
)
司
、
v
c
D
揚
合
、
創
ち
需
要
曲
仙
酬
が
原
賄
に
封
し
て
凸
た
る
揚
合
忙
は
、
式
問
右
謹
の
分
数
式
の
分
母
白
絶
封
値
は
(
イ
)
の

揚
合
に
比
較
し
て
、
よ
り
小
と
在
り
凋
占
的
供
給
量
の
減
少
(
或
は
靖
加
)
度
は
前
よ
り
犬
、
従
っ
て
潤
占
領
格
の
一
騰
貴
(
或
は
下
落
)
度

は
前
よ
り
大
と
在
る
。
而
も
Y
の
絶
劃
値
が
小
在
れ
ば
小
左
る
程
、
分
教
の
絡
針
枯
同
は
大
と
友
る
。
経
済
副
学
的
に
言
へ
ば
、
需
要
の

減
少
度
が
小
友
れ
ぽ
小
た
る
程
供
給
量
白
減
少
(
或
は
晴
加
)
度
、
従
つ
で
慣
格
騰
貴
(
或
は
下
落
)
皮
は
大
と
在
る
。

L

P

〉

‘

(
ハ
)
問
、
、
八
q
h
u
揚
合
、
創
ち
需
要
曲
線
が
原
黙
に
針
し
で
凹
去
る
揚
合
ピ
は
式
目
白
右
慈
の
分
数
式
の
分
母
の
絶
封
値
は
(
イ
)
の

揚
A
口
比
比
較
し
て
、
よ
り
大
と
た
り
狗
占
的
供
給
量
白
減
少
(
或
は
帯
型
度
は
よ
り
小
、
従
っ
て
債
格
の
騰
貴
(
或
は
下
落
)
度
は
よ
り

小
と
左
る
。
而
も
Y
の
絶
劃
値
が
大
左
れ
ぽ
大
抵
る
程
、
分
数
白
絡
封
値
は
小
正
紅
る
。
粧
消
息
的
忙
一
一
一
白
へ
ば
、
需
要
減
少
度
が
大

数皐的に言へば d'>Oなる場合。 39) 較畢的に言へ~ d，<Oなる場合。
1<'''=0， }<'，つ0，FH<。白各々の場合、 g~ ち需要曲線田凹凸の問題の詳細に闘
しでは安井助教授が「需要白法則に説いて且既済串論集体十巻， 第六慌に於い
て、スルツキイ理論在費展せしめつ λ諭ビてをられる。

38) 
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た
る
程
供
給
量
の
減
少
(
或
は
帯
加
)
度
、
従
つ
で
債
格
騰
貴
(
或
は
下
落
)
度
は
小
と
怠
る
。

)
 

(
 

(一一

)
E
F動
か
さ
ヂ
し
て
句
、

ψ
の
各
々
の
揚
合
を
吟
味
す
れ
ば
、
問
、
、

V
Z揚
合
に
は
坊
主
遊
の
分
数
式
の
分
ほ
の
絶

劉
値
は
最
小
と
た
り
、
供
給
量

ω減
少
(
或
は
帯
加
)
度
は
最
大
と
友
る
。
問
、
J
H
C

の
揚
合
に
は
分
母
の
絡
割
値
は
お
の
揚
合
よ
り
大

/
 

ム
」
在
り
、
供
給
量
の
減
少
(
或
位
噌
加
)
度
は
右
よ
り
小
と
た
る
、
問
、
、
〈
C

D
揚
合
忙
は
分
母
の
絶
制
値
は
最
大
と
左
り
、
供
給
量
の

減
少
(
或
は
靖
加
)
度
は
最
小
と
た
る
。

経
済
事
的
に
言
へ
ば
、
同
巴
〈
右
下
り
の
姿
を
右
ち
傾
斜
度
を
等
し
く
す
る
需
要
曲
線
が
原
瓢
に
針
し
て
凸
、
直
線
及
び
凹
の
三

つ
の
揚
合
、
調
占
的
供
給
量
の
減
少

A

或
は
晴
恕
度
、
従
っ
て
慣
特
騰
貴
(
或
は
下
落
)
践
は
夫
々
大
、
中
、
小
の
順
で
あ
る
。

都

限
凶
作
費
用
逓
減
の
揚
合
、
大
、
〈
司

と
の
場
合
、
式
日
の
右
哨
庄
の
分
数
式
の
分
母
の
絶
謝
侃
は
、
他
の
事
情
均
し
き
限
り
限
界
費
問
不
縫
の
揚
合
、
即
ち
喝
、
、

H
O

揚
合
よ
札
も
小
と
な
り
、
開
制
占
的
供
給
量
の
減
少
(
或
は
噌
剤
)
度
は
よ
り
犬
と
校
る
。
従
つ
で
問
問
格
騰
貴
(
或
は
下
落
)
度
は
限
界
費
用

E 不
愛
の
揚
合
よ
り
犬
と
な
る
。

C

限
界
費
用
逓
増
の
揚
合
、
犬
、
〉
(
}

己
の
揚
合
、
式
日
目
の
右
哨
曜
の
分
数
式
の
分
母
の
絶
割
値
は
、
他
の
事
情
均
し
き
限
り
限
界
費
用
不
受
の
揚
合
、
即
ち
喝
、
、
日
号
の

揚
合
よ
り
も
大
と
左
り
、
潤
占
的
供
給
量
の
減
少
(
或
は
噌
抑
)
度
は
よ
り
小
，
従
つ
で
債
格
騰
貴
(
或
は
下
落
)
度
は
限
界
費
用
不
獲
の

揚
ム
ロ
よ
り
も
小
と
た
る
。
時

w

従
革
こ
申
問
題
に
考
慮
を
抑
づ
た
も
の
に
は
セ
リ
グ
マ
γ

‘
エ
~
ド
ヂ
ワ
ァ
λ

、
戸
・
ゲ
ィ
テ

J
Jア
・
マ
ル
コ
隼
が
あ
る
。
セ
リ
グ
マ

h
及
び
戸
・
ゲ
ィ
テ
リ
刊

2

F

 

4
 

m
そ
れ
は
主
と
し
て

E
g
g
s
-
2
2
1
0
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
エ
ッ
ヂ
ヲ
ァ
ス
に
至
っ
て
梢
ミ
詳
細
に
数
式
的
に
分
析
せ
ら
れ
た
。
と
の
方
向

租
税
・
柑
助
金
と
湖
占
慣
椅

第
五
十
九
巻

停
二
、
=
一
、
凹
銃

工三

一

の

Seligm叩~'op. cit.， p. 342 ff 
A. :De Viti -De Marco， PrincipIi， ui. econoll1ia ， ~nanzi町ia， Torino 1939， p.p， 
129-131; First principles of public finance， New York. 19315， p.p. 158-159 
Edgeworth， Seligman on Matbema.tic'al Method on Po]itical Economy~ E; J. 

40) 

4') 

42) 



程

枕

・

補

助

金

と

潤

占

伺

格

第

二

、

ニ

一

、

四

競

は
メ
よ

9
シ
《
に
於
い
て
ク
ウ
ル
ノ
オ
の
式
を
利
用
す
る
と
ー
と
に
よ
り
愛
国
出
せ
し
め
ら
れ
た
。
私
が
裳
に
導
い
た
式
仙
は
内
容
的
に
は
右

目
ク
ウ
ル
ノ
オ
白
そ
れ
と
周
ピ
で
あ
る
が
、
よ
り
簡
翠
に
し
て
一
般
的
な
場
合
を
よ
り
容
易
に
詑
明
L
得
る
と
思
ふ
。

補
助
金
の
場
合
に
進
む
。
己
4
A

で
も
従
最
比
例
制
白
そ
れ
の
揚
合
を
と
り
、
車
位
蛍
り
補
助
金
額

E

Eと
す
る
。
乙

D
と

昔
式
問
に
於
け
る

s
を
ー
と
置
け
ぽ
租
税
白
揚
ん
口
に
於
げ
る
と
金
〈
同
一
白
手
績
を
踏
襲
す
る
と
と
に
よ
り
空
室
得
る
。

比
同
H

I

-

-

「
ju---(広
)

《

r

t
↓u内
町

索

、

わ
れ
わ
れ
は
右
の
芯
叫
に
於
け
る
白
十
自
を
手
懸
り
と
し
で
、
前
と
同
様
白
吟
味
正
行
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

!
 

日
一
位
、

T
Eは

吋
で
あ
る
か
ら
、

r
v
-
Eて
一
ポ
す
と
と
も
向
雪
。
乙
れ
は
経
済
事
的
に
言
へ
ば
、

柿
功
会
増
畑
町
(
或
は
新
規
白
交
付
)
は
常
に
凋
占
者
の
供
給
数
量
の
増
加
、
従
ワ
て
濁
占
債
格
白
下
落
を
濁
す
こ
と
を
示
し
、
ま

か
補
助
金
減
額
は
常
巴
濁
占
者
の
供
給
数
量
の
減
少
、
従
っ
て
調
占
債
格
の
騰
貴
を
粛
す
己
と
を
示
す
。

以
下
の
分
析
は
租
税
の
揚
合
と
金
〈
同
様
に
し
て
行
は
れ
得
る
故
、
紙
数
を
費
す
己
と
を
漣
け
る
。

揮
五
十
九
巻

E 
附
抱
本
摘
の
所
論
、
通
じ
て
抽
品
て
多
数
の
前
提
の
下
に
於
け
る
分
析
で
あ
る
。
そ
白
前
提
も
現
貨
に
最
も

1
E
ω
E
o
な
も
由
を
選
ん
だ

白
で
あ
る
が
、
事
情
に
鹿
じ
て
若
苛
白
樺
非
を
加
ふ
ベ
を
儲
地
が
あ
る
と
と
は
否
定
出
車
両
。
品
曜
に
遇
べ
た
如
〈
本
稿
ー
に
は
事
車
白
本
質

を

由

み

取

扱

っ

た

に

過

ぎ

な

い

。

(

昭

和

十

九

年

五

月

十

日

)

事

vol. IX' 1899， p. 293 ff. 1~J との論文に就いては高田博士「餌済事研究J p. 676 
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